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平成28年熊本地震による益城町中心部の
建物基礎・地盤被害と微動特性（１）

ただし、建物を大破／倒壊させるような1階柱脚の大
きな強制変位に繋がる基礎の甚大な損傷は見られない。

・調査者：新井，柏（国総研）
・調査行程：4/23-24

被災度判定等のクライテリアと方法

益城町中心部の通り悉皆調査

宮園測線 (Line B) の被害状況

大破・倒壊建物の基礎・地盤被害形態

L建研の第4次調査の概要



平成28年熊本地震による益城町中心部の
建物基礎・地盤被害と微動特性（２）

国立研究開発法人 建築研究所 構造研究グループ 主任研究員 新井 洋

 基礎の被害は地盤変
状ありの割合に比べ
て小さい

 地盤変状により建築
物に被害が生じるメ
カニズムが地盤→基
礎→建物とすると、
地盤変状が建物被害
に及ぼす影響は小さ
いといえる
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大破・倒壊した建物における基礎地盤の被害を3形態（基礎地盤が確認できない場合、地盤変状と基礎の損
傷がともにみられる場合、地盤変状は見られるが基礎の損傷は小さい場合）に分類した。

静的問題として地盤変状が建築物に影響を及ぼすメカニズムから判断すると、益城町中心部における建築物
の大破・倒壊に相当する甚大な被害の発生に及ぼす地盤変状の影響は小さい。

微動H/Vスペクトルの場所による変化から、県道28号線の南北の地域で地盤特性が異なっている可能性が
示唆される。また、既往の調査資料から仮定した地盤構造によって、観測H/Vスペクトルを概ね説明できる。

基礎・地盤の被害率と地形
および建物被害率の関係

微動観測から地盤構造把握の試み
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